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パンダスタジオレンタルについて

ジブリ映画をはじめ多くの映画・アニメの音声を製作してきた「東京テレビセンター」と、多くのテレ

ビ番組の撮影スタジオとして、日本の民放スタートとしての歴史を持つ「浜町スタジオ」、インター

ネット生中継、クロマキー撮影を専門としていたパンダスタジオの3社を統合して生まれたのが株
式会社PANDASTUDIO.TVです。株式会社PANDASTUDIO.TVがインターネット、スマホ、AIなど
の最新技術を利用しながら、理想のレンタルサービスを追求する形で生まれたのがパンダスタジ

オレンタルです。

株式会社PANDASTUDIO.TVが、インターネット、スマホ、AIなどのITの最新技術や、ロボット倉
庫などの最新ロジスティック技術を利用しながら、理想のレンタルサービスを追求する形で生ま

れたのがパンダスタジオレンタルです。

パンダスタジオレンタルの10の特徴

1. 来店不要で、すべてオンラインで手続き。

2. レンタル開始前日に到着。前日無料レンタル。

3. 24時間コンビニで返却可能
4. ライブ配信機材を中心とした極めて専門性の高い専門性と豊富な品揃え。

5. リアルタイム在庫数が表示。在庫カレンダー。セット商品の場合もリアルタイムに在庫が

表示されるレンタルカレンダー機能。

6. 見積書・納品書・領収書・請求書などが、すべてオンラインでリアルタイムに取得可能。

7. メール、チャット、フリーダイヤルによる手厚いサポート体制。日本語、英語、中国語によ

る3カ国語対応のサポート。
8. 企業の請求書払いの審査が即。

9. 機材運搬車（ハイエース、アルファード）の無料レンタカーサービス。

10. 8,000種類、65,000点の豊富な自社在庫。



パンダスタジオが選ばれる20の理由

2023年6月のパンダスタジオレンタルの主な数値
● 取引先・会員数：　50,156社
● レンタルアイテム数：8,193種類 66,269点
● 出荷数：682,753アイテム(2019年5月〜2023年6月19日現在)



パンダスタジオが実現予定の10のこと

1. 自動倉庫、ロボットによる自動出荷。パンダスタジオのレンタルシステム(PS−CUBE）と連

動した自動倉庫システムによる迅速で高効率な在庫管理や出荷。

2. 自動倉庫、レンタルシステム（PS-CUBE)、オンラインサポートシステムを、プラットフォー

ムとして提供する。企業や個人が所有する機材をレンタルできるようにする「誰でもレンタ

ル」サービスの実現。貸し貸倉庫事業にレンタルサービスが付いたもの。預かったものは

レンタルだけではなく、ヤフオクやメルカリなどで売却もでき、預かった倉庫から売り先へ

の配送も可能。マイページからレンタルや販売も簡単に可能。

3. 23時締め切りで翌日午前中に23区内配達。23にこだわった「パンダスタジオレンタル 23

エキスプレスサービス」

4. レンタル最終日の翌日に、返却のものを受取（回収）にいくサービスの開始。レンタル物

品の返却の手間を大きく軽減。利用場所まで集荷され簡単に返却できる「翌日簡単返却

サービス」「レンタル回収サービス」。

5. レンタルで利用した料金が無駄にならず、購入代金からレンタル料金が自動で割り引か

れる「レンタル割サービス」

6. 現在は独自ドメインのサービスで展開しているが、Amazon、楽天、Yahoo!ショッピング、

ヤフオクなどでも注文できる「マルチテナント化」。

7. レンタル開始時に会員登録を極限まで手間無しに。身分証明書の登録を不要に。与信方

法にAIを活用し、個人の身分証明書手続きの省略を可能に。

8. 企業の請求書払いの審査を自動化。与信枠の自動審査。

9. レンタル商品の取り扱い範囲の拡大。介護用品、福祉用品のレンタル開始。スタジオレン

タル、スタッフ派遣、大型LEDのレンタルなど、従来オンラインでレンタル注文が難しいと

されるものもオンラインレンタルを可能にする。レンタルや販売でのオリジナル商品の点

数を増やす。

10.画像診断やAIを活用した商品の検品の自動化、効率化の実現。



パンダスタジオ木場について

● 5年間で、駒込→日本橋浜町→合羽橋→江東区木場（千石）→南砂と5箇所の倉庫の内
の4つめの倉庫になります。

● 毎回4倍以上の広さに引っ越しを繰り替えし、その度に、保存方法、出荷方法、検品方
法、PS-CUBE（統合管理システム）を整備してきました。

● 管理システムと宅配業者がつながっており、Google Mapと連動して荷物の現在地が追
跡可能。

● パンダスタジオ木場とよんでいるこの倉庫は、もともとは日刊スポーツ新聞の印刷工場

で、入口のシャッター3つは、トラックで積み出していた場所。エレベータの両脇の黄色い
ポールは、フォークリフトの衝突防止用。



パンダスタジオレンタルの基本的な保管の方法について

● フロアーにより役割が分かれています。1Fで外部からの荷物を受け取ると、かならず3F
にあがり、手順に従い2F→1Fと順にフロアーをさがって出荷されるフローになっていま
す。

● 新品は、いったん3Fの倉庫スペースに上げられ、そこで登録作業をします。すべての商
品をいきなりレンタルに回すのではなく、一部は新品在庫として取り置かれ、レンタル商

品が人気で在庫不足になると、新品販売→レンタルに回ります。

● PS-CUBEで十分回収が終わったもの、レンタルに向かないと判断されたものは、現状の
写真を撮影して、中古として販売されます。

【フロアマップ】各フロアのエレクター数、概要が確認できます。





パンダスタジオレンタルの管理方法の特徴

棚番号、商品ID、注文番号、顧客IDすべてを数字で管理
● 東京オリンピックで約400ヵ所への出荷対応。スタッフの多くの80％が外国人。そのため、
管理が必要なものは、すべて数字で管理ができるようになっています。

● 従業員にiPadを持たせ、管理システムと連動してその場で入力できるようにしています。
● QRコードは、PS-CUBEで自動生成していますが、シールそのものは、ブラザー製のP
タッチにより2種類のラベルが印刷できます。

● ブラザーのPタッチは、工業規格で、薬品や擦れがあっても文字が消えないものがありま
す。



▲スタッフへのメッセージも多言語対応（日本語、ネパール語、中国語、英語）

▲ケーブルを含む全ての機材はラベルプリンターにて、シールが貼られます。



レンタル商品は、すべてQRコードと、商品ID（5桁の数字）で管理されています。それ以外に、保
管場所の「本籍地」が記載されています。

パンダスタジオ木場（倉庫の以前はドラマ撮影用のスタジオ）

『ドクターX～外科医・大門未知子～』 - テレビ朝日より



パンダスタジオ・レンタルのレンタカー

● レンタル機材代金よりも、レンタカー代金が高いという声を受けてレンタカー事業を開始。

鍵を渡す方法（暗証番号で開けられるキーロッカー）

● 車ごとレンタル開始、車ごとレンタル終了。窓口での受取や車に積み込む作業も不要。

● お客様の車を置いてレンタカーで現場へ。駐車料金も不要。

● 車のレンタル料金ではなく、撮影機材にお金をかけてほしい。

● 用途にあわせて、乗り心地重視の「アルファード」、機材搭載容量重視の「ハイエース」を

選択可能。

● 一部のハイエースは福祉車両を転用。リフトを利用した荷物の積み下ろしが可能。



▲レンタカーの鍵はこちらで管理されています。

レンタル機材は、車に積んだ状態で、鍵だけをお渡しします。返却はポストに鍵を入れておくだけ

で良い便利な設計になっています。



レンタル機材の機材社に福祉車両を活用

・税制面で優遇

・中古の福祉車両は、安価に大量に購入できる。

・後部がパワーゲート。400kgまでの荷物を簡単に積み込みが可能。
・ラックにつんだBリーグ中継セットで全国中継したことがスタート。

【福祉車両中継車の写真】



パンダスタジオ木場の1Fについて

パンダスタジオ木場1F:ケーブルや重量物の保管庫
大型荷物を中心に保管しています。

● 「エレクター＝移動手段」のエレクターのまま保管。

● エレクターのまま、大型案件の出荷。大型サランラップの状態。

● 単管パイプで工事の足場を組むことを応用→大型荷物の保管→地震の心配がない。



● くさび足場により棚全体が一体に。組み替えが早い。

● プラダン箱をつくるための簡単な工房スペースあり。



パンダスタジオ木場の店頭受取場所の紹介

少しでも早く機材を受け取りたいお客様にも対応し、直接の店頭受け取りも可能に。

フリードリンクあり。待機時間もお客様がリラックスできる環境も整備しています。



パンダスタジオ・レンタルの保管方法

● エレクターを基準棚にする、

● 収納機能と、台車としての機能を両立。

● フロアー間の移動もエレクターごとに行う。

● 45cm×120cmのエレクターを基準棚に。



● エレクターを作業台に

● 一番したの段が空いているのは、ロボット掃除機が床を掃除する為。



● 棚の情報

https://item.rakuten.co.jp/luminous-club/shl1245sl2/?s-id=ph_pc_itemname

https://item.rakuten.co.jp/luminous-club/shl1245sl2/?s-id=ph_pc_itemname


■単管パイプ（足場）を利用したケーブル棚

● 安価で丈夫な素材

● 組み替えが容易

● 全国どこでも手に入る。

● 地震の心配がない。

● 脚立なしで高い場所のものが取り出せる。



■くさび足場の利用



● 組立が簡単。

● 直交クランプが必要なく、工具は金槌のみで組立が可能。

● 規格がきまっていて自分達で切る必要がない。

● コンクリートパネルを利用することで、材料が安価で、塗装が不要。

● 3／8インチの全ネジを利用する。全ネジカッターで簡単に最適な長さに切れる。



● 棚の高さをナットで自由にmm（ミリ）単位で設置ができる。
● 棚板は、固定のためにインシュロックを利用



■専用ケースのこだわり
出荷と保管を分けない。

専用ケースを陳列。基準看板、×2カバン。×3カバン。1／2カバン。1／2カメラカバン。×3 +収穫
箱。プラダンケースの自作。ウォータープルーフカバン。約3万個のオリジナルカバン。出荷カバ
ン＝保管カバンへの概念の進化。

さらにメーカーからオリジナルバッグの製作を依頼され、OEM / ODM対応も行っている。

▲パンダスタジオレンタル基準カバン

▲基準カバンに、1／2カバンが2つはいった状態。

1／2ケース　ケーブルやコンバータを入れて送るもの。



1／2カメラバック　カメラの運搬などにつかうカバンです。

▲3倍カバン（基準カバンが3個はいります。）

▲3倍カバンは中に収穫カゴを入れると重量物が運べます。ケーブルなど重いものをいれたとき
に、カバンが破れてしまうことを防ぎます。



　

収穫箱は重量物を運搬したり、中継チームの荷物運搬時に「標準化」された収納箱として利用さ

れています。

▲2倍カバン（基準カバンが2個入ります。）

パンダスタジオオリジナルカバンのデータ：

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1f25JFx-4iFVkh6c0EBOsf00rQLzYjgd6N5iSBQEvC
aY/edit#gid=185741850

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1f25JFx-4iFVkh6c0EBOsf00rQLzYjgd6N5iSBQEvCaY/edit#gid=185741850
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1f25JFx-4iFVkh6c0EBOsf00rQLzYjgd6N5iSBQEvCaY/edit#gid=185741850


▲収穫箱は複数積み重ねるだけではなく、ホームセンターでうっている台車（四角い枠の下に車
輪のついたもの）に積み上げ、簡単に運搬できます。（積み上げた実際の写真、商品名、URLな
どを追加予定）

上記写真は、サンプルです。

https://www.amazon.co.jp/dp/B09H498SMB

▲モバイルルーターなどの小型の機材の輸送で使用されるケースになります。
▲一番右の大きなケースはクリックポストに入るギリギリのサイズで、モバイルルーターを2個を
配送可能です。

＊クリックポスト（https://clickpost.jp/）

https://www.amazon.co.jp/dp/B09H498SMB
https://clickpost.jp/


3Fについて

■全品検査場
新人さんは、全品検査から。全品検査は、すべて写真がとってあるので、その写真を中心に

チェック。

【全品検査ブースの写真】



■写真撮影ブース
付属品の写真を全品撮る。エレクターを利用した写真撮影ブース。写真撮影後の処理は、全てク

ラウドの「ZENPhotoMagic」を利用
https://www.zenfotomatic.jp/

【写真撮影ブース】

エレクターを2台繋げた撮影ブース

https://www.zenfotomatic.jp/










■商品登録作業
● すべての商品は、PS-CUBEに登録。
● レンタル開始日を指定でレンタル開始。

● Youtubeの動画、記事の掲載。
● PhotoShopは一切使わず、Googleスライドショーで管理。
● 変更や素材の管理が一元化できて便利。

■監視カメラエリア
● 24台の監視カメラによる監視



■新品在庫
● 販売とレンタルのハイブリッド

● レンタルだけでは、取引してもらえないこともあり、販売があることでメーカーから仕入れ

ができるようになる。

● レンタルは、物販のよい販売促進になるが、メーカーからは物が売れなくなるのではない

かと警戒されることも多い。



2Fについて

■動作確認作業スペース
● エレクターを利用した検品デスク

● もともとは全員同じであったが各自作業効率を考えながらレイアウトを工夫しているの

で、個性がでてきている。

【作業スペースの写真】



■棚番号で管理
● 棚にもすべて番号がふってあって、将来の自動倉庫の番地として利用できるように設計

されています。

● 同一商品を近くに置き、カテゴリーごとに、大きくは分かれていますが、基本的に場所に

よる意味づけは一切していません。

■収納棚
● 高さがどんどん高くなりペンダントライトより高くなっています。

● 一番下がロボット用のスペースとして、上がっています。

■コンバータ棚
● 同じエレクターでも、このコンバーター棚だけ15cmの棚板の奥行き

● 221種類（3414台）のコンバーター（2023/01/13）を保管。
● あらゆる信号を取り扱えるように。



■バッテリーの充電
● 充電済みかどうか簡単に管理する方法（接点に充電日のシール）



4Fについて

カスタマーセンター／コールセンター

● 自社のコールセンターシステムを構築

○ レンタルのPS−CUBEに完全に統合
○ コールセンターのシステムも自前開発です。

○ ユニファイドメッセージ（CRM的な機能）
フォームのお問合せ、電話のお問合せ、チャットのお問合せ、FAQなどがすべ
て、1つのシステムに統合されている。

● 電話そのものはAmazonConnectをベースに開発。
● AIによる満足度分析をおこなっている。時系列に満足度の増減が確認できる分析システ
ムを導入。

● 電話がかかってくると、注文者の情報が、Slackに過去のお問合せ履歴の閲覧ができる
URLが通知され、電話にでるまえにお問合せ状況の情報共有。

● 日本語、英語、中国語によるサポート。

● 土日の人材確保、コールセンタースタッフの費用が高騰のため、中国の大連市にコール

センターを構築。

● 担当者がちがっても、情報が共有される仕組みに

すべての通話は録音→テキスト起こし→AIによる満足度判定→顧客履歴に自動追加さ
れます。。

● 時間とともに進化

コール業務は、時間が経過するほど、問題解決、サポートのノウハウが蓄積されていく仕

組み。

● インシデントの管理

○ 極端に長い通話を調査。

○ 時間の経過とともに満足度が下がった通話の分析

○ コールセンタースタッフごとの通話件数、通話時間、満足度のランキング

● お問合せ（フォームメール）からのお問合せの返信管理→FAQまで連動したシステム



【コールセンターのシステム】





【コールセンターのメンバー】



■ラウンジとウッドデッキ
● 一番よい場所をスタッフの休憩場所に

● ランチ時間以外は、お客様へのレクチャー場所に

【ラウンジ＆ウッドデッキの写真】

【お問合せ先】

問い合わせがございましたら、以下にご連絡くださいませ。

TEL:0800-1234-151
e-mail:hamacho@pandastudio.tv

mailto:hamacho@pandastudio.tv


PS-CUBE（管理システム）

管理画面についてポータルページ（ホーム／トップ）

一つの画面で、レンタルに必要な情報を網羅。当日の出荷状況、返却状況、カスタマーセンター

着信状況、売上近況、従業員同士の連絡内容、お問い合わせ件数（未対応件数）、コールセン

ターの混雑状況、返却商品の数、レビューの返答状況が確認可能。



商品マスターページ

商品の設定画面で、レンタル商品の画像、付属品の設定、商品説明など、この画面で設定され

た商品がレンタルサイトに掲載される。付属品も全点写真を掲載。商品ごとのメンテナンス方法も

このページで登録。楽天等の別サイトに掲載する商品もこの画面で編集が可能。



売上分析ページ

「商品ページ」の右ブロックにある「売上分析」をクリックすると同時レンタルされている商品のラン

キングがレンタル回数付きで表示される。（タブを切り替えれば、誰が多く借りているか、顧客ラン

キングも確認可能）

例として、業務用カメラの「HXR-NX5R」と同時に借りられているものをあげると、バッテリー、ガン
マイク、三脚の３つが、一緒に借りられているものベスト３となる。セットで良くレンタルにでるもの

は、セット商品として、約10％の割引をして新製品として登録されます。



機材マスター

全ての機材は商品IDと機材IDの２つの属性を持ち、現在のステータス（出荷待ち、返却中など）
の他、本籍地（本来あるべき場所）、現住所などが一覧で確認可能。PS-CUBEのユニークな概
念として「本籍地」（本来あるべき棚の番号）と、「現住所」（クロネコ、佐川急便、社内システムで

最新の場所が随時更新される）の2つのアドレスに関する概念がある。機材は1点ごとにレンタル
の履歴、ROI（投資の効率）、修理履歴、お問合せ履歴などの情報が管理されている。



レンタルカレンダー

どの機材がいつレンタルが入っているのか、直感的に視認可能。また、それぞれの機材IDごとの
購入価格、保証期間残の他、利益率もこの画面で確認可能となる。出荷に必要な機材に関し

て、受注時に最適な機材IDをプログラムが自動で割り振りを行ってくれる。



顧客情報について

お客様は固有のIDをもち、過去の注文履歴や内容、お問い合わせ内容、電話履歴、レビューな
ど、そのお客様が行った行動が全て紐付けされて１ページに表示される。詐欺が疑われる場合

などは出荷を強制的に止める緊急停止ボタン（Andon）も完備。



顧客情報その２

下にスクロールすると、レンタル商品の送付先、スタッフの連絡事項、電話履歴（クリックで音声

データを確認可能）など、その顧客が行った行動を一元化して管理ができる。



集計分析

集計したいカテゴリー（商品、個人と法人比率、リピーター率、仕入れ金額等）を選択し、期間を

指定して集計すると数秒でグラフ付きで表示される。分析ツールとしての役割を担っている。

まとめ

PS-CUBEはパンダスタジオが製作したオリジナルのレンタルの管理ツールであるが、同時に機
材や顧客情報や仕入れ、売上の一元管理が可能なマーケティングツールとしての側面がある。

特筆すべきはその集計のスピード。営業マンを置かずに、パンダスタジオレンタルが数年で急成

長した背景にはこのシステムがバックグラウンドで動いているのが理由である。

【お問合せ先】

問い合わせがございましたら、以下にご連絡くださいませ。

TEL:0800-1234-151 (Free Dial)
e-mail:hamacho@pandastudio.tv

mailto:hamacho@pandastudio.tv


PS-CUBEのシステムコンセプト（全体）
● レンタル用のクラウドシステムの最高峰を

○ レンタルに特化したASP、クラウドサービスがないので、独自で開発。
a. レンタル商品の注文→発送→返却→中古販売、除却（会計処理）までを一元管
理できる。

b. 販売代理店制度を、システム内で管理できる。
c. Eコマース用のパッケージをカスタマイズしたものは、「レンタルであれば、必ず返
却がある」という事実に対応ができていない。独自にベストなレンタル向けのシス

テムを開発する。

d. 返却物の管理機能や、メンテナンス、修理履歴の管理が極めて弱い。
e. 倉庫や配送の状況がシステムから一元管理できる。
f. ユーザーの与信が自動的にできる。

● 調査・リサーチ

a. 競合他社の分析(Googleスプレットシート）
b. セラーセントラルからの情報によるレンタル売上の予測。【準備中】
c. 他社のレンタル価格の調査分析

● 分析機能の強化

a. 利益がでているかどうかを商品ごと、機材ごとに分析。
b. 機材、ケーブル1点単位で利益がでているかどうか分析するツールが必要。
c. リアルタイムの売上情報の把握
d. 投資金額の分析ができる。売上金額・回収率の分析ができる。
e. 機材の追加の必要の有無、売却の要・不要が調査できる。

● 業務フローの最適化したシステム

a. 倉庫での作業を想定したタブレットで操作可能なシステムを開発する。
b. 複数拠点、複数デバイスから作業を可能にしたい。
c. インターネット接続が可能な環境で倉庫でも作業できるようにする。
d. 業務フローに即したシステム

■ 仕入するものの分析【準備中】

■ ライバル価格の価格の調査の自動化

■ 仕入作業の合理化・効率化（海外からの仕入れ作業の合理化）

■ 仕入商品の管理（発番作業の管理）

■ 在庫管理（本籍地と現在地という概念）

全ての機材は本来あるべき場所（本籍地）と現在地の２つに分けて管理さ

れている。



■ 自動倉庫との完全連動

PS-CUBEと佐川の自動倉庫システムを連携させ、24時までの注文であ
れば、翌日午前中に23区内であれば配送が可能。

■ 返却ステータスの管理（延滞・遅延の発見の迅速化

■ 現在地管理（クロネコ・佐川のシステムと連動）

■ ユーザーの与信の自動化（個人）

■ 会社の与信の自動化（法人）

■ 入金管理の自動化、効率化

■ 入金補償制度（MFKessaiの活用）
MF KessaiシステムとPS-CUBEを連動させることにより、即日の請求書
払い判定が可能に。

■ 返却物の確認AIエンジン）【研究中】
■ 機材の中古販売

■ 減価償却・除却作業（解離処理）の自動化【一部開発中】

● 仕入作業の最適化

a. 仕入先の価格の一覧比較が可能
b. 販売商品の「販売数」「レビュー」「売上推移」などの付帯情報が簡単に取得可
能。（開発中・一部クラウドサービスの利用で可能）

c. 発注・仕入業務の合理化（開発中）
d. 仕入金額の分析、管理
e. 登録作業の合理化（Amazonセラーセントラルから情報の取得 JAN、ASINコー
ド）

● 機材1点ごとの履歴・歴史を徹底的に管理
a. 「機材の歴史（履歴）を管理したい」」
b. 機材ごとのレンタル履歴、修理履歴、お問合せ履歴を一元管理したい。
c. 1点ごとの仕入金額、仕入場所を管理したい。
d. 機材ごとの勝敗表（回収済みかどうか）が感覚的に分かるようにしたい。
e. 保証切れの近い機材の判定、保証切れの機材を視覚的にわかるようにする

● リピーターを育てる。

a. ポイントの仕組みでリピーター獲得する仕組みを構築。
b. ポイントの仕組みで良いものがないので独自開発。
c. レビューでポイントを発行。お客様とのコミュニケーションツール。
d. レビューによる更新頻度の向上。



システムの設計面・運用面

● Webサーバーの二重化、DBの2重化、冗長化など、各種セキュリティーの設計の自由度
がないが、自分達でコントロールできるようにしたい。

● システムの更新頻度を上げても運用が容易に。

a. 初年度1,600箇所のアップデート
b. アプリのインストールを不要にして、ブラウザだけで全ての管理業務を完結させ
る。

c. アプリではなく、Webブラウザから全ての機能を利用できるように。
d. タブレット版、スマホ版を別途作る必要がない。
e. 最新版が常に利用できるようににする

課金決済

● デビットカード、ワンタイムのカード情報をはじく。

● オーソリー時間の調整ができる。

● （経過）課金決済業者の評価の高さ、料率の低さ、先端技術の導入具合から課金決済業

者を選定する。

○ GMOペイメント
→Zeus（チャージバック対策、保険が充実、手数料料率も低い）
→楽天決済代行

○ マネーフォワード決済（与信力のリアルタイム判定、反社チェック）

● AmazonPay、PayPal、PayPayなどの対応。
● △月額課金

ゼウスでは別途手続きが必要。サイトも分けた方がよいのでは？

● △割賦販売

高価なものの割賦販売

物流一体／在庫管理

● 自動倉庫との連動がシステムの中に含まれない。

● 物流拠点（倉庫）まで視野に入ったシステムがない。

● 楽天市場と完全連動（在庫も）する。

● 配送と返却が配送事業者と密に接続されていない。（クロネコ・佐川）

● 当日の、出荷、返却の作業量が見えずらい。

1週間単位でシフトを汲むためにも1週間程度の出荷量、返却量が把握できるようにした
い。

不正防止

● 不正利用者を事前に防ぐ方法がない。

● お客様の利用履歴から良いお客様を抽出できるようにしたい。

● 緊急停止のトヨタのアンドンのような緊急停止システムがない。



高速経営／効率経営／経営の見える化

● リアルタイムに売上を管理。

● 売掛金管理のシステムを持つ。（売掛金管理、催促の仕組みを持たせる。）

● 見積書・納品書・請求書の自動発行の仕組みを持つ。

● 商品ごとの収益が見えるようにする。投資と回収の様子が一目でわかるようにしたい。

● 新品購入→レンタル→中古販売の流れを一元管理したい。
● レンタル同様に、新品販売もしたい。

● レンタル商品の返却遅れを、自動的に感知したい。

外部システムの活用・連動

● サーバー構築・運用・管理（Amazon AWS）
● コールセンター用のインフラ（AmazonConnect）、システムは自社開発
● 全文検索エンジンの強化（準備中）一部自社開発

● レコメンドエンジン（外部サービス）

● 画像の自動処理（外部サービス）

● GA4の組込（未完成）
● 広告運用のシステム化（未着手）

● SEOツールの利活用（準備中）
● ニュースリリースサイトの活用（被リンクの獲得）

● Amazonへの出店
● 楽天への出店

● Yahoo!ショッピングへの出店



サポート（サポートの良さを売りに）

● メールのお問合せの一元管理→FAQへ展開。

　※FAQ画面詳細



● 電話サポートの内容を、すべてテキスト起こしして確認できるようにしたい。

● 電話の応答率をWebでリアルタイムに確認したい。

● サポートの満足度を、電話の音声から、AIに分析させたい。



● 電話で、サポート担当者を振り分けるようにしたい。（最初に音声ガイダンス）

● 日本語以外に、英語、中国語によるサポートを実現させたい。

● 電話で連絡がつきにくいお客様に、SMS（ショートメッセージ）で案内を残せるようにした
い。

連動

● GA4と連動し、アクセス解析、収益分析が行いやすい。

マルチテナント

● 楽天市場での出店。管理ツールはPS-CUBEがベース。

※楽天掲載画面



● Amazonへの出品の自動化。

レコメンド

● 閲覧履歴、購入履歴からおすすめ商品（レコメンド）を表示させる。

● レコメンドエンジンは、「さぶみっとレコメンド　https://www.submit.ne.jp/recommend　を
活用している。

https://www.submit.ne.jp/recommend


メールマガジン

● 効果測定ができるメルマガを配信できる。

● レンタル履歴から検索条件を絞り、ターゲットにそってDM発送が可能。
※例：過去に「〇〇」という商品をレンタル、または販売した顧客に対して、その後継機種

「XX」という商品のレンタル開始を伝える、といった事が可能になる。

● メルマガに添付されたリンクは、受け取った人により個別に生成されるため、だれが実際

にそのリンクを踏んだか確認が可能。また、メルマガがきっかけでレンタルを行い、いくら

儲かったか「配信履歴」より確認が可能。



7.自動倉庫について

Xフロンティアの利用について
次世代型大型物流センター Xフロンティア（https://www.sg-hldgs.co.jp/x-frontier/ ）に導入済み
の5万ビン（5万ケース）のオートストア（自動倉庫）の一部を借り受ける。Ｘフロンティアのオートス
トアの特徴は下記の通り。

https://www.sg-hldgs.co.jp/x-frontier/


https://www.sg-hldgs.co.jp/x-frontier/pdf/concept_01.pdf

https://www.sg-hldgs.co.jp/x-frontier/pdf/concept_01.pdf


Xフロンティアの利用により実現できること
● 5階の自動倉庫から1階〜4Fにある佐川急便の大規模中継センターを通じて全国に出荷
● 23時までの受注が最短で当日午前中にお届けできる
● 出荷締め切りが14時→23時に変更が可能。
日本でもっとも遅い当日配送の締切時間を実現。

● 初期費用、固定費が不要のためトータルコストが安い

● 荷物の課金が、1個1日あたりで計算される。空きスペースの無駄な費用の支払いが不要。こ
れまでの空きスペースを埋めるための無理をした急速な投資ではなく、最適速度によるレンタ

ル機材の投資が可能になる。

● 日別家賃なので、倉庫の課金が荷物1個づつの日割り計算なので、レンタル中（出荷されてい
る間）や、検品されている間は、荷物の預かり料金（保管料）が発生しない。

● 期間限定、キャンペーン商品など、短期間での大量発送にも対応

● S-WMS（佐川の倉庫管理システム）とのデータ連携により「PANDAレンタルECシステム（
PS-CUBE）を自社利用だけではなく、レンタル事業者、個人に貸し出すクラウドサービス化す
ることで、24/365稼働のレンタル物流のプラットホームが完成する」。

● 国内の先駆的事業者として他社への提供を視野に入れ、圧倒的競争力を発揮できる

● 佐川急便側のメリットとして、一時的なキャンペーン商品や大量出荷の商品を一時預かりする

営業をし続けなくても、一時的に商品を発送しても、返却され戻ってくるため、安定した倉庫の

稼働が可能となり、営業面でも安定化ができる。

● 6Fに佐川ムービング（引越部門）があり、大型荷物の運搬だけではなく、設置設定作業も行う
ことができる。現在、浜町や八潮に倉庫が分かれている大型テレビ、モニター、LEDディスプレ
イの運搬、設置まで含めた物流部門の統合も検討することができる。



● 出荷機能しかなく、返却業務（検品作業）ができないことが問題であったが、木場の現在

の倉庫を返却用として活用することで、佐川のXフロンティアとの組みあわせで機能す
る。

● 現在の木場倉庫で返却物の受け入れを行い検品をする。すべて検品や重電作業完了後

に、木場から佐川Xフロンティアに持ちこみ（入庫）することで、Xフロンティアでもレンタル
事業が可能になる。

● 検品場所が必ず必要であることから、他のレンタル事業者が同様のことを行う場合は、

検品用倉庫の構築、Xフロンティアまでの搬入、Xフロンティアのシステムに指示をするた
めのシステムの構築と、ハードルが高く参入障壁となる。



ロボット、AIを駆使した最先端のロジスティック（マテハン＝マテリアルハンドリング）が整備されて
いる。


